
令和8年6月24日（水）

大雨に関する記者会見

福岡管区気象台

６月２６日にかけての大雨について



警戒事項
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  九州では、２５日にかけて、
大雨による災害に厳重に警戒

  梅雨前線が停滞し、
26日にかけて警報級の大雨のおそれ

 26日～27日にかけて、九州南部・奄美
地方を中心に台風第7号の影響が出る
見込み



実況
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気象衛星画像と天気図（2４日9時） ２４時間解析雨量（2４日12時）

• 九州付近に停滞する梅雨前線に向かって暖かく湿った気流が流れ込み、
梅雨前線の活動が活発になっている

• 九州では広い範囲で大雨となり、24時間で300ミリを超えた所もある
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線状降水帯の雨域
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3時間降水量 6月24日9時30分まで

鹿児島県薩摩地方で線状降水帯発生

鹿児島県薩摩川内市で10時20分までの3時間に133.5ミリを観測
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キキクル（災害発生の危険度）

これまでの大雨で、災害発生の危険度が高まっている

災害切迫
危険
警戒
注意
今後の情報等に留意

土砂キキクル（24日13時）



地上（気圧、雨）の予想

6

26日にかけての降水の予測

６時間降水量
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26日にかけて、活発な雨雲が断続的に九州・山口県にかかる見込み

※数値予報の結果そのものですので、このとおりになるとは限りません。



雨の予想と早期注意情報
2４日11時現在

： 警報級の可能性[中] ： 警報級の可能性[高]
7

※1時間降水量は、24日まで1時間30ミリ以上のみ記載

要更新

大雨
土砂災害

早期注意情報（警報級の可能性）・最大1時間降水量（ミリ）
24時間降水量（ミリ）
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～25日12時 ～26日12時

山口県
大雨 30 30 30 30 40

120
土砂災害

福岡県
大雨 40 40 40 40 40 40

120
土砂災害

佐賀県
大雨 30 30 40 40

120
土砂災害

長崎県
大雨 30 30 30 40 40 60 60 30

200 100
土砂災害

大分県
大雨 50 40 40 30 50 50

200 100
土砂災害

熊本県
大雨 50 40 30 30 40 60 60 60 40 30 30 30

200 150
土砂災害

宮崎県
大雨 50 30 30 40 40 40 30 30

180 80
土砂災害

鹿児島県
奄美地方を除く

大雨 50 30 30 30 30 40 40 30 30
250 120

土砂災害

奄美地方
大雨

20
土砂災害



台風第7号の進路予報（２４日１２時現在）
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29日9時の予想
990hPa 25m/s
温帯低気圧
東北東 40km/h

28日9時の予想
985hPa 30m/s
—
東北東 60km/h

27日9時の予想
985hPa 30m/s
—
北東 30km/h

26日9時の予想
980hPa 30m/s
—
北北東 20km/h

25日12時の予想
 975hPa 35m/s
強い
北北東 15km/h



警戒事項
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  九州では、２５日にかけて、
大雨による災害に厳重に警戒

  梅雨前線が停滞し、
26日にかけて警報級の大雨のおそれ

 26日～27日にかけて、九州南部・奄美
地方を中心に台風第7号の影響が出る
見込み



地上（気圧、雨）の予想

参考資料
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参考資料：新しい防災気象情報

新しい防災気象情報の情報体系とその名称

 防災気象情報（河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮）を５段階の警戒レベルにあわせて発表。
 対象災害ごとの情報として整理するとともに、レベル４相当の情報として危険警報を新設。
 情報名称そのものにレベルの数字を付けて発表。（例：レベル４大雨危険警報 等）

新しい防災気象情報の解説ページ
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/keiho-update2026/index.html

河川氾濫
１級河川などの
大河川の氾濫

大雨
低地の浸水や

大河川以外の氾濫

土砂災害
急傾斜地のがけ崩れや

土石流

高潮
海水面の上昇や

波の打上げによる浸水

（警戒レベルごとの）
住民が

とるべき行動
警戒レベル
５相当 レベル５

氾濫特別警報
レベル５
大雨特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
高潮特別警報

命の危険 直ちに安全確保！

＜警戒レベル４までに危険な場所から かならず避難！＞

警戒レベル
４相当 レベル４

氾濫危険警報
レベル４
大雨危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
高潮危険警報

危険な場所から全員避難

警戒レベル
３相当 レベル３

氾濫警報
レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

避難に時間を要する人は早めに避
難、避難の準備など

警戒レベル
２ レベル２

氾濫注意報
レベル２
大雨注意報

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
高潮注意報

避難行動を確認（避難場所や避
難ルート、避難のタイミングなど）

警戒レベル
１ 早期注意情報 災害への心構えを高める



現在
記録的短時間大雨情報

顕著な大雨に関する気象情報

顕著な大雪に関する気象情報

従来

竜巻注意情報

気象防災速報（線状降水帯発生）

気象防災速報（記録的短時間大雨）

気象防災速報（短時間大雪）

気象防災速報（竜巻注意/竜巻目撃）

気象防災速報（線状降水帯直前予測）

気象防災速報・気象解説情報

(R8運用開始)

 警戒レベル相当情報やそれ以外の警報等を補足する情報として、線状降水帯など
顕著現象が発生または発生しつつある場合に「気象防災速報」を発表します。

 現在・今後の気象状況や災害発生の危険度の見通しなどを網羅的に解説する情
報として、「気象解説情報」も適宜に発表します。
気象防災速報 ・・・極端な現象を速報的に伝える情報（府県単位でのみ発表）

気象解説情報 ・・・現在・今後の気象状況を網羅的に解説する情報（全国・地方・府県単位で発表）

全般台風情報(総合情報)

線状降水帯半日前予測を記載した
全般/地方/府県気象情報

気象解説情報（線状降水帯半日前予測）

気象解説情報（台風第○号）

気象解説情報（大雨）

現在従来

大雨に関する
全般/地方/府県気象情報 12



時系列情報（24日11時発表）
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長崎県南部

熊本県天草・芦北地方

鹿児島県薩摩地方



L ： 低気圧、 H ： 高気圧

6月2６日 6月27日 6月28日

： 降水が予想される範囲

今後１週間の見通し

6月29日 6月30日 7月1日

14



各地の満潮時刻（九州北部地方）
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24日 25日

萩 6:20 19:37 7:15 20:48

徳山 3:43 17:19 4:38 18:28

苅田 3:55 17:25 4:55 18:34

博多 4:58 18:24 5:52 19:32

大牟田 3:47 17:02 4:51 18:11

唐津 4:46 18:14 5:39 19:21

平戸 3:54 17:30 4:47 18:35

長崎 3:05 16:42 3:58 17:50

別府 3:19 17:12 4:08 18:22

佐伯 2:00 16:04 2:44 17:20

熊本 3:42 17:01 4:44 18:09

水俣 3:30 16:58 4:31 18:08

苓北 2:56 16:32 3:51 17:38



各地の満潮時刻（九州北部地方）
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26日 27日

萩 8:02 21:39 8:43 22:18

徳山 5:33 19:20 6:21 20:02

苅田 5:52 19:26 6:41 20:08

博多 6:42 20:24 7:27 21:08

大牟田 5:50 19:06 6:41 19:54

唐津 6:28 20:13 7:13 20:56

平戸 5:37 19:25 6:24 20:06

長崎 4:51 18:40 5:40 19:22

別府 4:58 19:13 5:46 19:55

佐伯 3:31 18:13 4:17 18:53

熊本 5:43 19:05 6:34 19:53

水俣 5:28 19:02 6:17 19:47

苓北 4:44 18:30 5:33 19:12



各地の満潮時刻（九州南部）
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24日 25日

細島 1:09 14:50 1:59 16:02

宮崎 0:54 14:40 1:46 15:54

油津 1:06 14:48 1:56 16:02

阿久根 2:45 16:20 3:39 17:28

鹿児島 2:05 15:44 3:04 16:51

志布志 1:13 14:52 2:04 16:05

枕崎 2:12 15:48 3:06 16:57

大泊 1:47 15:25 2:40 16:35

西之表 1:49 15:27 2:41 16:39

種子島 1:14 14:54 2:06 16:06



各地の満潮時刻（九州南部）
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26日 27日

細島 2:49 16:56 3:36 17:39

宮崎 2:39 16:48 3:28 17:30

油津 2:46 16:57 3:33 17:39

阿久根 4:32 18:20 5:21 19:03

鹿児島 3:58 17:42 4:47 18:24

志布志 2:55 16:59 3:43 17:42

枕崎 3:58 17:49 4:47 18:32

大泊 3:32 17:29 4:20 18:11

西之表 3:32 17:32 4:20 18:14

種子島 2:57 17:00 3:45 17:43
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ハザードマップを参考に、
キキクルや指定河川洪水予報を活用し、

安全に避難できる早い段階で避難開始を判断することが重要！

中小河川は、大雨が降ると短時間のうち
に急激な水位上昇が起こりやすい。

福岡県朝倉市を流れる北川の様子
（出典：国土地理院ホームページ）

中小河川は水位が急激に上昇！

平成29年7月九州北部豪雨では、福岡県朝倉
市の赤谷川、北川等で水位が短時間で上昇して
氾濫が発生し、人的被害をもたらした。

大河川で水が堤防を越えたり堤防が
決壊したりすると、広範囲が長時間浸水
するなど大きな被害となる。

大河川は広範囲・長時間浸水！

平成27年9月関東・東北豪雨では、鬼怒川の氾
濫で茨城県常総市の約3分の1の面積が浸水し、
浸水が概ね解消するまでに10日を要した。

崖崩れや土石流の発生を確認して
から避難することはできない。

一瞬にして多くの人命や財産を奪ってしまう
土砂災害が発生！

平成26年8月豪雨では、広島県広島市で土石
流が発生し、人的被害をもたらした。

広島市の土石流による被害の様子
（平成26年8月20日気象庁撮影）

茨城県常総市の浸水被害
（資料：国土交通省関東地方整備局）

（参考）大雨による災害の留意事項①
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避難先から家に帰る前に
自治体の避難情報や気象情報を確認することが大切！
危険な状況ではなくなったことを確認してから家に帰りましょう。

大河川は上流の雨により下流で遅れて増水する。このため、大雨が止んだ後であっても、
水位が上昇し氾濫することがある。

油断禁物！大河川は時間差で増水
雨が弱まったりやんだりしても、それまで
に降った大雨により地盤が緩んだ状態が
続き、土砂災害が発生することがある。

土砂災害の危険が継続！

令和元年東日本台風では、吉田川、阿武隈川、石田川、蛇尾川、都幾川、越辺川、久慈川、千曲川
の７河川で大雨特別警報解除後に氾濫発生情報を発表している。

阿武隈川の様子
（出典：国土地理院ホームページ）

（出展：「第1回気候変動を踏まえた水災害対策検討小委員会」資料に加筆）

時間のながれ

1
時
間
に
降
る
雨
の
量

土砂災害が発生！

（参考）大雨による災害の留意事項②
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 ハザードマップ等により、土砂災害警戒区域や浸水想定区域等の命に危険が及ぶおそれがある
場所をあらかじめ確認しましょう。

 土砂災害・浸水害・洪水災害の危険度がどこで高まる予測となっているかを「キキクル（危険度
分布）」の地図で確認することができます。

 大雨により命に危険が及ぶおそれがある場所では、風雨が強まる前の早めのタイミングで対応を
とることが重要です。風雨が強まるタイミングは、警報・注意報で確認することができます。

命に危険が及ぶおそれがある場所 キキクル（危険度分布）

土砂災害

浸水害

洪水災害

災害の例

土砂災害警戒区域等

住宅の地下室や道路のアンダーパス等

浸水想定区域や山間部を流れる中小河川沿い等 21

３時間先までの予測

１時間先までの予測

２時間先までの予測

大雨による災害への備え



 台風の接近に伴い、沿岸では命に危険を及ぼすような高波や高潮のおそれがあります。
特に、高潮で潮位が高くなっている時は、普段は波が来ないようなところまで波が押し寄せる事
があります。むやみに海岸には近付かないでください。

 高波や高潮に警戒が必要なタイミングは、市町村毎に発表される警報・注意報で確認することが
できます。

 暴風が実際に吹き始めてからでは、屋外での行動は命に危険が及ぶため、特に高潮時に浸水の
おそれがある区域では、風雨が強まる前のタイミングで対応をとることが重要です。

（平成16年台風第18号）

波浪・高潮注意報等で今後の推移について確認
〇〇市

予想される波の高さ

兵庫県芦屋市涼風町
海岸堤防を越えて流入する海水
写真：芦屋市提供

兵庫県芦屋市涼風町
住宅地の浸水
写真：芦屋市提供

高潮時に浸水のおそれがある区域

高波や高潮による
災害の事例

22

予想潮位(高潮の高さ)

※潮位が上昇する前に暴風が吹く予想

※高潮や高潮と重なり合った
高波による浸水に警戒

〇〇市

高波・高潮による災害への備え



暴風による災害への備え
暴風が実際に吹き始めてからでは、屋外での行動は

命に危険が及びます。

災害発生のおそれがある区域では、風雨が強まる前の

早めのタイミングで対応をとることが重要です。

風雨が強まるタイミングは、市町村毎に発表される

警報・注意報で確認することができます。

平均風速
（m/s）
おおよその時速

人への影響
走行中の車

屋外・樹木の
様子 建造物

おおよその
瞬間風速
（m/s）

20～25

～約90km/h

何かにつかまっていられ
ないと立っていられない。
飛来物によって負傷す
るおそれがある。

細い木の幹が折れたり、
根の張っていない木が
倒れ始める。看板が落
下・飛散する。道路標
識が傾く。

屋根瓦・屋根葺材が
飛散するものがある。固
定されていないプレハブ
小屋が移動、転倒する。

30

40

50

60

25～30

～約110km/h 養生の不十分な仮設
足場が崩落する。

走行中のトラックが横転
する。

30～35

～約125km/h

35～40

～約140km/h 多くの樹木が倒れる。
電柱や街灯で倒れるも
のがある。ブロック壁で倒
壊するものがある。

外装材が広範囲にわ
たって飛散する。

住家で倒壊するものが
ある。鉄骨構造物で変
形するものがある。40～

約140km/h～

※ 内閣府政府広報オンラインより。 23

※ 平均風速は10分間の平均、瞬間風速は3秒間の平均です。

※ 人や物への影響は日本風工学会の「瞬間風速と人や街の様子との関係」を参考に作成しています。

※ 詳細は気象庁ホームページを御確認ください。
（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html）

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/amekaze/amekaze_index.html
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台風の強さと大きさについて
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